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中国農村社会経済構造の変容分析
—河南省鄭州市老雅陳郷下披楊村の調査事例—
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I. 下披楊村の概況
これまで中国の東北・華北・華中・華南の約20カ所の村落を訪問し調査して
きた。その意図は解放前の村落が解放後の土地改革や社会主義的改造等を経て
いかに変容してきたのかを農村実態調査を踏まえて分析することにあった。そ
うすることによって初めて「中国社会主義」農業の意義や農村の実態を把握出
来ると考えたからである。この点については別稿「中国農村社会経済構造研究
の意義と課題」1)を参照されたい。
本稿の資料は次のようなかたちで農村調査をし，入手した。河南省科学技術
委員会の招聘で鄭州市の河南省科学技術委員会外国語培訓中心で日本語を教え
ておられた日本人専家の吉田友彦氏より，鄭州で日本農業経済事情を講義し，
その折，農村調査をされてはどうかという誘いがあり，筆者の鄭州訪問を準備
1)拙稿「中国農村社会経済構造の変容分析ー序章・中国農村社会経済構造研究の意義と
課題」関西大学『経済論集」第35巻第5号， 1986年。なお，本論文は筆者の調査研究
「中国農村社会経済構造の変容分析」の第11章に当たる。
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して下さった。外国語培訓中心の李建生校長の尽力で，河南省科学技術委員会
の招聘を受け， 1985年3月19日より 4月13日までの約 1カ月間鄭州に滞在し，
河南農業大学で講義をした。 4月6日に講義が完了したので，農村調査の配慮
をして下さり， 4月10日・ 11日・ 12日の 3日間，鄭州市北郊の金海区老鶉陳郷
下披楊村を訪問し，調査することが出来た。本調査には筆者の中国語が心許な
いと考えられて，日本語培訓班の 2名の学生，陳建軍・蘇而達の両氏を付けて
下さった。河南省科学技術委員会や李建生校長のこれらの配慮に対して謝辞を
述べたい。また，筆者の調査に付き添い，筆者の研究のためいろいろ援助して
下さった陳・蘇の両氏にも，本誌を借りてお礼を申し上げたい。
老鶉陳郷下披楊村は鄭州市の北郊約10数kmのところに位置し， 宿泊して
いた鄭州市内の国際飯店より車で約30~40分程の距離にあった（第1図参照）。
第1図調査村の周辺図
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出典）柳林郷馬李庄村を調査した折，餅公室に貼ってあった地図を写真にお
さめ，これより作成した。口は筆者が調査した村落。
至上海
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筆者の訪問に対して下披楊村党支部書記の楊俊恣氏(55歳）が 3日間付き合い，
質問に答えて下さった。また，昼食は村で御馳走になり，その場には工程師で
ある暖気片廠（スチーム用ラジエーター工場）工場長の保興禎氏(65歳）が出席して下
さった。楊書記は昼食後休息することもなく，再び筆者の質問に嫌な顔一つさ
れず快く答えて下さった。その応答も曖昧なところはなく，非常に的確で自信
に満ちたものであった。言ってみれば外国人である筆者に，下披楊村民委員会
に代わって村の歴史的発展について，まとめてもらうとでもいったふうであっ
た。それゆえ，僅か3日間の調査であったが，村の歴史的展開についてかなり
突っ込んだ質問が出来，幾分成果を上げることが出来た。これは偏に楊俊悉書
記に負うころが大きく，感謝の意を表したい。
別稿で述べたごとく，本村は郷鎮企業である暖気片廠の収益が，非常に大き
く，そのため村経済も潤っており，鄭州ではかなり有名な村である2)。 1984年
末の統計では，戸数が 186戸，人口が867人， 1戸当たり人口は 4.7人であ
る。戸数の 60%は楊姓で， 40彩が王姓であり叫 後述するごとく下披楊村は
昔，楊姓の同族村であった。労働力は男女合計 390人（総人口の45.0彩）であり，
工業労働力は 75彩の約 300人で， 農業労働力は 25彩の約 90人である。耕地
面積は 668畝で， 1戸当たり耕地面積が 3.59畝となり， 華北農村にしては少
な過ぎる。 668畝のうち薩菜栽培が400畝で， これは鄭州市郊区政府の計画に
基づいて栽培している。栽培する疏菜は輪栽式で，春にトマト，キューリ， ト
ウガラシ， ホウレンソウ，西萌（西萌董のことと思われる。カボチャのこと），東瓜
2)本村は郷鎮企業で非常に有名な村であり，各地の機関から多くの参観者が訪れている
ようで，新聞や雑誌にも村のことが紹介されている。ちなみに1983年度の掲載紙誌を
紹介すると，『河南日扱J1983年1月26日，『河南日按」 1983年2月9日，『光明日損』
1983年2月19日， 『人民日振」 1983年3月1日， 『那州晩振」 1983年3月15日， 『舟5
州晩捩」 1983年5月12日，「人民日根」 1983年6月12日， 『半月淡」 1983年6期があ
る。
3)入手した「1984年承包薩菜地伶」には 134名（戸）の契約戸の名前が記載されており
そのうち楊姓は 50戸 (37.3彩），王姓32戸 (23.9彩）で，その他の姓は6戸以下の雑
姓である。
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（冬瓜）を植えつけ，夏にネギ，ナス，香菜，芹菜（セリ），キューリ， トマト，
トウガラシを，秋に白菜，大根，ネギ，ニンジンを，冬にホウレンソウ，芹菜
を植えつける4)。残りの268畝には，夏作に水稲約200畝，玉米（トウモロコシ）数
10畝を栽培し，冬作に小麦を栽培する。
以上が下披楊村の概況である。
I. 下披楊村の歴史的展開
下披楊村は明代の嘉靖年間(1522年~1566年）に山西省洪洞県からの移民によっ
て成立した。洪洞県からの移民伝説は有名過ぎるところであるが5り なぜ下披
楊村が洪洞県からの移民によって成立したということを知っているのか楊書記
に尋ねてみた。すると，下披楊村の南に橋があり，その向こうに丘があって，
村は本来この丘の上にあった。丘の上には石碑や楊姓の墓があり，その石碑に
移民について書かれてあったので知っているという応答が返ってきた。ところ
が，この石碑は文革中に破壊され，現在は存在しない。楊書記によれば，洪洞
県から移民した者は足の小指の爪が 2つに分かれているので，洪洞県の出身者
かどうか分かるとのことである。光緒 3年(1887年）に災害（旱害と思われるとのこ
と）があって多くの人が死に， 丘から下りて現在の所に住むようになった。そ
こで，村名が下披楊村となったとのことであり，当初は楊姓ばかりの同族村で
あった。
解放前の下披楊村は鄭県蘇民鎮6)に属し，戸数は 105戸，人口が 500人足ら
ずであり， 1戸当たり人口は4.8人であった。耕地は約900畝で， 1人当たり
2畝弱であった。 1戸当たり耕地面積は8.57畝となる。一般に畑作地帯の華
北では農民が自活していくためには 1戸当たり最低約20畝が必要と言われて
4)本村はビニール・ハウスにより冬野菜も栽培出来る。
5)拙著「中国農村社会経済構造の研究』（晃洋書房） 1986年， 第6章「解放前の華北農
村の一性格」において洪洞県からの移民について触れているので参照されたい。
6)後述するごとく地域名に「蕪民」 という名前は見当たらず， 「蘇屯」という名前が見
られる。これは筆者の聞き取りミスであろうか。
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いることから考えれば，やはり少なすぎる。当時の階級構成は地主が 2戸，富
農3戸，中農約15戸，下胴中農・貧農約80戸，土地無所有戸が 1戸であった。
村の階級規定を聞くと，地主2戸は，楊家訓と楊合宝で，楊家訓は土地を40畝
所有し，楊合宝は30畝所有していた。楊家訓は解放前に保長をしており，国民
党の軍隊の命令で鄭州の飛行場建設へ派差（出役の割り当て）をした。もし，派差
出来ない農民がおれば代わりに小米（粟）や，玉米・柴・ 草・金を取り立てた。
保長の下には甲長がおり，村民は甲長にはなりたくないので，輪流（輪番）でな
った。しかし，この程度の土地所有であれば，上中農クラスであり，地主とい
えるほどのものではない。というのは他村では貧農でも 1人当たり平均 5畝を
所有しており，それに比べると本村は貧しい。それゆえこれらの地主は， 「悪
覇地主」ではなく「破落地主」（破産地主）とされた。 さらに，詳細に質問する
と，楊家訓は妻が 2人7)と娘が 1人の計4人家族で，雇エ（長エ）を使って農業
経営をしており，解放前の 3年間は労働していなかった。それゆえ，地主と規
定された。楊合宝は家族が 5人で，国民党軍の副官8)をしており，家族のもう
1人も国民党の軍隊に入っており， 地主と規定された。富腹は収入の 25%以
上を他人労働から搾取している農家であり， 中漿の場合は 25%以下で，下層
中農は自活出来ない牒民である。貧農は他人のために労働をする農家であり，
下層中農か貧農かの規定は土地所有と生活条件の相違に基づく。無所有戸は楊
有来で，解放の 3年前に土地を売ってしまった。当時の農業生産力は非常に低
く，それぞれの作物の畝産を見れば， 小麦が 4斗(1斗は35斤）， 玉米4斗，谷
子（粟） 250~300斤であり， 灌漑用の井戸はなかった。菜田には井戸や水車が
あったが， 3丈の深さで夏には水が出なかった。このような農業条件のもとで
は農民は生活出来ず， 副業としてロバを使って小販（行商）や運送業をしてい
7)妻が2人という応答であったが， 1人は恐らく第二夫人と思われる。
8)副官といってもそれほど地位の高い軍人ではなく，全員が士官であり兵士のいない軍
隊で， 「軍官隊」という名前で呼ばれていた。 いくぶん革命性があったとも言われて
いる。
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た。またひと度，凶作にでもなれば多くの農民は生活が出来なかった。 1942年
に旱害と蛙害（空が真黒になった）に遇い，約50人が乞食となって村から映西省の
西安や宝鶏へ出かけて行った。
1948年の農暦9月19日夜，解放軍がやって来て村は解放された。しかし，村
から解放軍に入る者はなかった。これ以後，鄭県蘇民郷下披楊村となる。しか
し，後述する土地改革によって手渡された「土地房産所有證」には鄭県老鶉陳
区杜庄郷下披楊村となっている。 1949年8月~12月に土地改革が実施される。
解放後すぐに農民協会が成立し，貧農であった楊長運（現在の小学校の門番）が農
民協会の主席となる。農民協会は「放貧問苦」「反匪反覇」9)運動を行い，階級
成分を決め，土地分配を行った。 1950年初に土地が公平に分配されたかどうか
「復査」（再点検）を行い，地主や悪覇分子が残っていないかどうか， 階級成分
をもう一度調べる「民主運動」を行う。県の下の区より工作組が派遣され，こ
の村には問題はないということになった。土地改革の内容は， 「平均不動，両
頭平」というスローガンで，平均土地所有は動かさずその両端を平均にすると
いう方法である。土地改革の方法は地域によって異なり，この村は貧乏村なの
で付近の村と情況が異なっていた。というのは既述したごとく付近の村は貧農
でも 1人当たり 5畝の土地を所有しているが，この村は 2畝弱である。土地は
人口割りで分配され，中農の土地は 1人当たりたとえ 2.5畝所有していてもそ
のまま動かさず，地主の土地と富農の余分の土地を人口に平均して 1人当たり
2畝弱となるように分配した。すなわち，地主には生活する土地を残して貧農
に分配した。それゆえ，実際は 1人当たり約 1.5畝となった。新解放区である
この地方では「反攻倒算」（地主等の反攻と逆清算）ということはなかった。 1951
年末に「放貧問苦」「反匪反覇」「復査」や「民主運動」を完了して，分配され
た土地が自分の土地であると農民を安心させるため土地証を配ることを決定し
た。そして， 1952年3月3日に「土地房産所有證」（写真1)が各戸に配られた。
写真 1は楊書記の土地証である。そこには家族7名の名前が記載されており，
9)土匪や反革命悪覇分子の鎮圧のこと。
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（写真1)土地改革後に配布された「土地房産所有證」
分配されている土地は細分化された小地片で 7筆ある。土地証に記載されてい
る家族名は楊萬順（父），楊小黒（書記の幼名），楊来成（弟），楊金福（長男），劉喜
蘭（妻），陳大泥（母），楊金水（次男）であり，土地が家族単位で分配されている
ことが分かる。
1953年に「三反五反打老虎」10)が行われ， 国家や集団の金を自分のものにす
る「老虎」が批判された。楊書記の応答では地主は政治的地位を失い，解放前
の農民は国民党の軍隊に食糧や柴・草を出さなければ，派差をしなければなら
なかったが，これがなくなり豊かになったと感じたとのことである。 1953年春
から互助組化が行われる。まず，臨時互助組が約30組成立した。 これは 1組
10~15人で構成され， 1戸の平均家族数が4人であることから 1組の戸数は 3
~4戸の規模であった。これは基本的に解放前の換工（結）と同じであり，牛を
持っている者や労働カ・農具を持っている者で協力して農耕を営んだ。という
10) 「三反」 とは汚職・官僚主義・浪費に反対する運動， ここでは 1953年に運動が展開
されているので「新三反」， すなわち，官僚主義・命令主義・規律違反に反対する運
動と思える。「五反」 とは贈賄，脱税，国家や公有財産・器物の窃盗と浪費， 工事の
手抜き，国家の重要な経済情報の盗み取りである。「老虎」とは多額の汚職・収賄を
行った者のことである。
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のは土地改革で土地や農具を分配し，役畜は数戸で共有することになったが，
後にはある者が他の者に金を渡して買い取ったりしたので，お互い協力しなけ
ればならなかったからである。また土地分配後，国家が金を無利子で貸し，共
同で牛を購入したりして互助組を形成したりした。解放前，本村では搭套（こ
こでは各爵と呼ばれている）は少なかった。というのは搭套はお互い役畜を所有し
ている農家同士が協力することで， 役畜は地主や富農が持っていたからであ
る。常年互助組は建前上は存在したが，実際は単干（単独経営）であった。すな
わち， 「明互助，暗単干」と言って， 政府に対しては互助組をやっているよう
に報告したが，実際はしていなかった。それゆえ，本村の互助組は臨時互助組
で，耕作や収穫をする時のみ協力しあった。特に，秋収（秋の収穫時）の小麦の
耕転や播種を助け合った。楊書記の家は 5戸(17人，子供を含む）の農家で互助組
を組織し，この互助組は牛 1頭と随馬 1頭を所有した。この頃の作物は夏作に
玉米が最も多く（小麦の75形耕作）， 谷子・大豆・紅薯（甘薯）が25彩であり，冬作
に小麦を栽培した。畝産は小麦が140斤，玉米が160斤であり，解放前とそれほ
ど大きく変わっていない。
1954年冬に初級合作社化が行われ，下披楊村に 2つの初級合作社が成立す
る。第 1社は楊年生が社長である楊年生初級社で，第2社は王水彦が社長であ
る王水彦初級社である。それぞれの参加戸数は約40戸， 約60戸であり，村民
がどちらの合作社に参加するかは自願で選んだ。地主・富農は参加出来なかう
た。なぜ2つの合作社が出来たのかと質問すると，合作社が成立する時，指尊
者が必要で，指導者が2人おれば2つの合作社が出来るということであった。
楊書記の家は王水彦初級社に属した。楊年生は支部書記で，王水彦は郷政府委
員であった。この時の郷は杜庄郷であり，下披楊村・杜庄村・膵巌村の 3カ村
で構成されていた。楊書記は各村から口糧や金を取り立てる郷財狼（会計）をし
ていた。しかし，初級合作社が成立してから村政府は存在する必要がなくなっ
た。合作社の運営は次のとおりである。社員は土地や役畜・農具を入股（現物投
資）し， 1股を100元として5股 ・500元を均等に投資した（「入股推平」）。ただし，
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土地は金額の換算には含まれていない。現物投資の金額が 500元に満たない者
は，不足分の欠股金を分配時に支払うことになった。また，現物投資が， 1,000
元になり， 超過した者がいたとするならば， その者に対しては超過額の500元
を分配時に返還することになっていた。しかし， 1955年末に「分紅」（利益の配
当）の時，結局は土地供出に対する分配はなく， 労働力のみの「評分」（労働点
数の評定）で分配した。そして，初級合作社が十分成長する余裕もなく， 1956年
秋には高級合作社化が行われ，この点はうやむやにされたままとなった。後に
ある社員が返還を要求したが実行されていない。各社員が入股した金額につい
ては全て会計簿に記載されており，現在もこの会計簿は残っている。ある地域
では「間分社」（合作社の分裂騒ぎ）が起こったが， ここではなかった。というの
は初級合作社は「自願互利」（自由意志と相互利益）を原則としているので，合作
社への参加・脱退は建前上自由であったためである。岳岡村の王世有は初級合
作社にも高級合作社にも人民公社にも，参加しなかったことでこの付近では有
名であり，彼はそのため文革で批判された。初級合作社の時，村では人力で
「土井」（土で作った井戸）を 6眼掘り， 役畜を利用した水車を設けた。その結
果，初級合作社の成果として生産力が少し高まった。また，これは農具や役畜
を利用することが出来るようになったからでもある。 しかし， 一方では「自
私」（利己的な）の考えで一生懸命働かない面もあった。
1956年秋には，杜庄高級合作社が成立し，この参加村は杜庄郷の下披楊村・
杜庄村・膵岡村の 3カ村である。この高級合作社には下披楊村に 2隊，杜庄村
に3隊，酵岡村に 3隊の 8つの生産隊があった。下披楊村の 2隊は「自願」で
分けたのではなく街道によって分け，南街が第 7隊で北街が第8隊となった。
生産の指導は村毎によって行われた。杜庄高級合作社の面積・戸数・人口は次
のようである。面積は下披楊村が約 900畝，杜庄村約 1,300畝，膵岡村約1;400
畝の計約3,600畝で，戸数はそれぞれ約120戸，約130戸，約100戸の計約350戸，
人口は約2,300人である。合作社の機関は下披楊村が 3村の真中に所在すること
から下披楊村に設けられた。高級合作社の幹部は社長や書記・会計・保管2人を
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含む計15人の委員で構成されていた。採算単位は高級合作社にあり，記エ員が
毎日統計をとる。分配を見ると，先ず，「底分」（基礎工分，エ分は労働点数のこと）
は3カ月や半年で「評分」され，各人の労働点数は出勤日の多寡や作業の種類
によって決められ，共同作業の時は規定のエ分が与えられる。この 1年分を統
計して比例配分して分配する。およそ 1隊につき10万エ分が与えられ，毎エ分
につき 4分 (1分は100分の 1元）となる。もう少し具体的に見ると， 1日の労働
で男の最高が10エ分，女の最高で7エ分（普通は5~6エ分）， 15歳以上の少年で
5エ分，少女で 3.5エ分である。楊書記によれば 1983年末までエ分での計酬は
基本的に続いたとのことである。そして，この「評分」による分配は，幹部が
おれば一生懸命に働き， いなければサボルという「大鍋飯」（同じ釜の飯を食べ
るということで，平均主義を意味している）で，生産力が高まらなかったと批判す
る。しかし， 郊区政府に井戸を掘る機関があり，そこの援助で，深さ 30mの
「機井」（電気ボンプによるパイプ井戸）を 5眼を掘り，また渠道も作り，水利の便
が良くなった。その結果，畝産が小麦で200斤，玉米で250斤と幾分上昇した。
1958年農暦 7月か 8月の秋に鄭州市より，明日，人民公社成立大会に参加し
ろという連絡を受け，翌日に人民公社が成立した。人民公社が成立するとすぐ
小麦の播種を行ったII)。この人民公社は大規模な人民公社で，蘇屯管理区・柳
林管理区・花園口管理区の 3つを含む老鶉陳人民公社である。下披楊村は蘇屯
管理区に属し，蘇屯管理区(9中隊）の第 9生産中隊となる。人民公社化により，
「一大二公」（ーに規模が大きいこと，二に公的所有であること）のスローガンで大規模
な水利開発が可能となり，井戸は作らず，買魯河から渠道を引き，農業生産力
は高まる。例えば，小麦は畝産が250斤，玉米・谷子・大豆は300斤となる。し
かし，水稲作のためには水が不足し，この段階ではまだ水稲作は尋入されてい
ない。 1959年 2月~1960年初めの 1年間，公共食堂が第 9中隊で 4つ建設され
る。社員は各自特定の公共食堂で食事をするように決められ， 飯票（食券）が
11)楊書記の応答では，人民公社が成立するとすぐに小麦の播種を行ったので，人民公社
の成立は農暦の 7月か8月であろうということである。
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配られる。そして，共産主義へ向かうものとして「四集体」， すなわち，食・
住・エ作（仕事）・錬鉄が一緒に行われ，生徒達も親元を離れ共同生活するよう
になる。土法炉は蘇屯小学校に 1つ設置され，農民は公共食堂で食事をするの
で鍋・釜は錬鉄用に溶かされた。農業も「八字憲法」12)のもとで，「放衛星」と
して「衛星田」13)が賞賛されたが，農法が変わり却って生産力が落ちた。 1959
年夏には収穫が乱暴になり，葉だけ取り小麦は畑で，腐ってしまうこともあっ
た。というのは収穫がなくても公共食堂で食べれるので，社員は問題を感じな
かった。それゆえ， 1959年冬には食糧が不足しはじめ， 「瓜菜代」として穀物
を食べることが出来ず，代わりに瓜や野菜を食べた。 1960年には口糧の制限が
始まり， 飯票は毎日 1人当たり 6両 (1回につき 2両，すなわち， 100g)となる。
これに対して， 1959年春にはすでに採算単位が生産隊におろされ，下披楊村
は2つの生産隊が基本採算単位となる。また， 1959年12月から1960年初にかけ
て整社が行われ，老鶉陳人民公社は老鶉陳人民公社と花園口人民公社・柳林人
民公社(18の生産大隊で構成）の 3つの人民公社へと規模が縮小される。そして，
第9中隊の下披楊村は下披楊大隊となり，既述したように 2つの生産隊（南街隊
と北街隊）で構成される。 1960年から 1961年は最も生活が苦しく，特に 1961年
の春は困難で，干紅薯（千イモ）を食べた。それでも価格が 1斤 1元もし，玉米
は 1斤 1.5元であった。楊書記の言では， 食糧不足はここでは自然災害ではな
く，農民が収穫しないという人災であったと言う。 1961年の鄭州での中共中央
会議により 14), 春から「借地開荒」として土地は国家のものであるが，荒地を
12) 「八字憲法」とは大躍進期の農法の変革で，土（深耕・土壌の改良）・肥（合理的施肥）
• 水（水利建設）・稲（品穂の改良）・密（密植）・保（病虫害防除）・管（栽培管理）・エ
（農機具の改良）の 8文字を言う。
13) 1958年の農業の大増産運動の中で，密植田の水稲栽培が普通の水田の数10倍の収穫を
上げたとされ，ちょうどその頃ソ連が人工衛生の打ち上げに成功したので，これを記
念して名付けられた。
14)楊書記が言うところの鄭州会誰とは， 1959年2月17日から 3月5日まで鄭州で挙行さ
れた中共中央政治局拡大会議，すなわち第2次鄭州会議のことと思われる。この会議
での課題は，人民公社所有制問題の解決と「共産風」問題の糾正であった。具体的に
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開墾して 1人当たり 1分の土地を口糧を分配するかわりに与え，これで食いつ
なぐようにした。恐らく楊書記に見せてもらった資料 1の「林権証」15)はこの
証書であると思われる。そして， これは後に自留地に変化する。 この結果，
1961年秋~1964年には生産力も上昇し，農民は「吃飽肱子」（腹が一杯）となる。
この調整期の農業においては別段変わったことは行われておらず，「分槽隈養」
といって，生産隊の鶏を各戸に分けて，飼育することが行われた。 1964年春の
資料1「林権証」
社員の樹林所有権と林地使用権を保障するために，特にこの証を発給する。
戸主：楊万順 住址：老鶉陳郷下披楊村
四
項目 数 量 座落
I 東 南
庄基 2.37 16 路北 楊万木 路
場慌 0.74 4 村東 楊連棟 楊得林
故慌 0.21 村東 楊金堂 楊得林
慌地 0.453 4 村北 集体 楊生泥
I 
河南省鄭州市人民委員会
一九六二年
至
西 I 北
楊馬俊 集体
王太平 集体
楊万彦 本主
楊兵泥 集体
註：林権区分確定に基づいて，社員所有に帰した宅基地，故
地，自留地， 自留沙荒， 自留山荒等の各種樹林は皆この証に書
き込み，社員の所有と自由支配に帰せしめ，どのような単位も
どのような個人も侵犯することは出来ない。
は平均主義傾向と過度の集中傾向を糾正し，生産隊を基本採算単位とする三級所有制
を主張した。中共中央党史研究室「中共党史大事年表」 1981年， p.126。
15)資料1に見られるごとく，そこには「社員の樹林所有権と林地使用権を保証するため
に， 特にこの証を発給する」とあり， 戸主が楊害記の父・楊万順となっている。 ま
た， もう 1つ見せてもらった， 1964年3月10日発行の「林権証」には，楊書記が分家
したためであろうか，戸主が楊小黒となっており，その土地は庄基 1.049分のみであ
る。
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「桃園経験」16)は農民を解放してくれたとのことであるが， その具体的内容ま
では聞いていない。
1962年6月に下披楊大隊と杜庄大隊は合併して杜庄大隊となり， 6つの生産
隊を包摂し，第 1生産隊から第4生産隊までが元杜庄大隊の生産隊であり，第
5と第 6生産隊は下披楊大隊に属していた。それゆえ，杜庄村は重点村で下披
楊村は副村となった。そして楊年生が党書記となった。 1964年2月に貪汚幹部
を整理する「小四清」運動が行われる。この運動は非常に簡単なもので，工作
隊がやって来て，大衆が幹部に意見を出し，幹部の作風変えたり，幹部の問題
を解決するというものであった。楊書記は財務の仕事に携わっていたが，別に
問題にはならなかった。 1964年9月には「大四清」運動＂）となり，工作隊は重
点村の杜庄村へ指導に入り，その後経験を積んで，副村の下披楊村へ入ってき
た。
楊年生が鄭州市郊区政府の書記になったので， 1965年 5月に選挙が行われ，
楊俊悉氏は村支部書記となる。そして，その年の 7月に文革の知らせが届き，
工作隊が村に残ったまま文革に突入した。工作隊は権力を失い，党書記も権力
を失い， 「走資派」（資本主義の道を歩む実権派）として批判される。杜庄生産大
隊には「二七造反派」18)が成立し，大衆が生産を管理するようになる。そのた
め，生産力は発展しなかった。 1967年冬に杜庄生産大隊革命委員会が成立し，
下披楊村の「造反派」のリーダーであった楊節臣が副主任となった。「走資派」
も「造反派」も多くは同族の楊姓であるので，話題を変えて楊姓の家譜はある
かと質問すると，「ない」とのことであり，同族のまとまりはないとの応答であ
16)王光美（劉少奇の要）が1963年から1964年にかけて河北省撫寧県虚玉荘人民公社桃園
生産大隊にエ作隊を派遣し，そこでの経験を全国農村のモデルとした。
17) 1964年の社会主義教育運動では帳節・倉庫• 財産・労働点数の点検のことを意味し，
1965年頃からは政治・経済・組織・ 思想を清める運動を意味した。
18) 1923年2月7日に，鄭州の鉄道労慟者が帝国主義の侵略に対して立ち上がった大スト
ライキを記念して「二七」と名付けているものと考えられる。『二七翌工浣料逸編」
1983年参照。
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った19)。1970年に党支部は回復し， 1974年9月には 1962年6月に下披楊大隊
と杜庄大隊とが合併した杜庄大隊は，再び下披楊大隊(2つの生産隊を含む，大隊
長は楊節臣）と杜庄大隊とに分離した。そして， 1977年1月に生産隊が廃止され
るまで，文革中といえども採算単位は生産隊にあり，これ以後，採算単位は生産
大隊へ移る。というのは村営企業の発展とともに農業の比重が下がり，採算単
位を村である生産大隊に移行するのが適切であったからであろうと思われる。
この点については後述する。 1978年1月に楊俊恣氏は再び党支部書記に戻る。
これまで水稲作をするには水利条件が悪かったが，鄭州市南陽村にある印染
廠の排水を利用出来るようになり， 1979年・ 1980年頃より水稲作が開始され
た。
][. 三中全会以後の農村経済の変貌
三中全会以後の農業政策の骨子である「政社分離」と生産責任制の導入を中
心にして，農村経済の変貌を考察する。
1983年6月に人民公社レベルの「政社分離」が行われる。 1958年に成立した
大人民公社の老鶉陳人民公社は， 1959年12月から1960年初めにかけて老鶉陳人
民公社と花園口人民公社・柳林人民公社の 3つの人民公社に整理された。そし
て，「政社分離」により下披楊村が属するこの小さな老鶉陳人民公社は解体さ
れて，老鶉陳郷(1カ村を含む）．廟李郷・毛庄郷の 3郷に分離する（第1図参照）。
老鶉陳郷には行政組織として老鶉陳郷人民政府，党機関として老鶉陳郷党委員
会が，経済組織として老鶉陳郷経済聯合社が成立する。人民公社レベルの「政
社分離」が終わった段階で，生産大隊レベルの「政社分離」が開始される。下
披楊大隊では1984年3月26日より開始される。「政社分離」により下披楊大隊は
下披楊村となり，行政組織の下披楊村民委員会，党機関の下披楊村党支部委員
19)楊書記は文革中，この楊節臣に相当やられたようで，あまり彼を好んでいないようで
ある。現在，楊節臣は経聯社の主任である。農村では文革後も闘った者同士がやはり
同じところに居住しており，お互いの関係は複雑である。
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会，経済組織の下披楊村経聯社に分離し，それぞれに書記・村長・主任が設け
られる。これまでは党政一体であり，支部書記が全ての責任を負っていたのが，
党支部は共産党の方針や政策等の仕事のみを行い，村民委員会は計画や経済発
展等の生産の仕事に従事するようになる。経聯社は政府機関ではなく，村民委
員会の「派出機構」であり，経済・政治権力のない民間団体で指導性の仕事を
する。主に経済方面の仕事，具体的には農業生産（哉菜生産）・工業・副業方面，
あるいは市場情報を集めたり， 養鶏や農業生産の技術指導（農薬・品種の改良・
肥料等）を行ったり， 郷経聯社の会議に出席し指迎性の文献を持ち帰り，工場
管理委員会等に連絡する。村経聯社は主任ただ 1人で， 任期はなく村民の投
票によって選ばれ，主任には元「造反派」のリーダーであり，元大隊長の楊節
臣がなっている。エ資（給料）は村民委員会より支払う。エ資は基本給と奨金（ボ
ナース）よりなり， 1983年は毎月， 2.5元X30日+25元=100元となる20)。1984年
は 3元X30日+25元=115元であり，年末に奨金が 260元あった。農村工業で
は日曜日は休みではないので 30日で計算する。本村の経済聯合社は多くのと
ころがそうであったように，その仕事内容が行政の仕事と重なっており，この
機関が真に必要なのかどうかは現在検討中である。村民委員会は基礎政府であ
り，村の収入全額を集め予算と決算を行う。村民委員会の委員は 7名で，その
構成は村長・会計・保管・委員（武装）・委員（婦聯）・委員（農業機械，水利）・委
員（萌菜生産）となっている。 また，共産党支部委員会の委員は 3人で，その構
成は書記と委員（民兵連長，共青団書記）・委員（婦聯主任）である 21)0 
以上のような「政社分離」の中で，村経済の決定は一体誰が行うのであろう
か。楊書記の応答によれば， 郷には経済領導委員会があり， この機関が経済
20)下披楊村の「政社分離」は1984年であリ， 1983年にはまだ経聯社は成立していなかっ
たと考えられる。それゆえ，これは幹部の給料とも思える。また， 5年以上の村幹部
であれば，毎日 6毛 (0.6元）の奨金がつく。
21)大村であれば党支部委員は5人で構成され，その内訳は害記1人，副書記2人 (1人
は村長），委員3人（民兵連長1人，婦職主任1人，経聯社主任1人）となる。
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政策・方針を決定する具体的な権力機関であると言う。主任には郷長が任じて
いる。同様に村には経済領導小組があり，個人経済や集団経済を管理する村民
委員会の経済に関する具体的機関である。例えば，暖気片工場の工場長に請負
金60万元を村に上納するように決定するのもこの小組である。経済領尊小組の
構成は党支部書記と村長・経聯社主任の 3名で，村長が組長である。しかし，
村長はまだ予備党員で，現在党員の申請中である。来年党員になれば，党委員
になる予定である。しかも「政社分離」後，党支部委員会は小さなことには関
与しないが，重要事についてはやはり検討しなければならず，関係機関の者は
共産党のことだけでなく，工場のこととか重要事については支部書記に報告し
なければならないという点を考えると，共産党の力はまだ強いようである。
次に生産責任制について見ると，文革中に内緒で責任制を導入した。 1日の
定まった仕事をすればエ分を与えるというものであったが，仕事の内容を問わ
なかったので仕事が乱暴で生産量は上昇せず，効果は少なかった。 1974年以降
生産量によりエ分に違いを出し「按労力」（労働力に応じて）で土地を請け負わし
た。 .1労働力につき 0.5畝の割合で「小段包工」（作業請負，応答ではこれを臨時
包干と呼んでいた）を行った。 1981年~1983年には白菜の請負が行われる。これ
は1畝の産量を5,000斤とし，超過達成すればその超過分を個人に60形，村へ
40彩の割合で分配するというやり方である。白菜5,000斤は200元に相当し，村
が白菜を販売し，お金でもって個人に支払われた。これは個人に 1回限りの管
理を任せ， 1983年には 150人が請け負った。 1984年春には「大包干」（各戸経営
制）が開始され，疏菜地は「責任田」として個人が自由に申請して耕作出来る
ようにした。請負地は400畝であったが，申請地の合計は500畝以上あり，そ
れゆえ労働力に関係なく申請比率によって請負地を減らし，調整した。疏菜の
請負は， 1畝当たりそれぞれの定められた請負金を村民委員会に支払えばよ
く，生産物は全て個人のものとなる。最良地は81畝あり 1畝につき 50元，ニ
等地は216畝の40元，三等地は103畝の30元となっている。 1984年の応募者は64
戸であったが，村営企業の労働者にとり野菜は高価なので， 1985年には，個々
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人で調整して「転包」（又貸し）をし， 155戸が疏菜栽培をしている22)。「転包」
については耕作者が村へ届け出るだけでよく，村は一切「不管」（関与しない）。
この疏菜地については 3~5年間続け，変更しない。水田 268畝は「口糧田」
として「按人口」により 1人当たり 2.5分を分配した23)。契約書の内容は資料
2「下披栃大臥1983年秋季承包合同」のごとくで，農作業を個人の責任とし，
たとえ糧食が減少しても大隊は責任を負わないとある。楊書記の家は本人と妻
・子供2人の計4人家族なので 1畝を手に入れた。 10歳以下の子供は 2人で 1
人分と計算された。「口糧田」は自家耕作して自家の食糧とするものである。
多くの農村では15年間以上請負地を変えないと言っているにもかかわらず，こ
こでは「口糧田」は 5年~10年間不変とし，始めたばかりでこれも具体的数字
ではない。工業が発達しているので農業にこだわる必要がないからであろう
か。結婚・出産・死亡等の人口の変動に対しては「自動用」（調節田）が50畝あ
り， 3年~5年後に調整するつもりである。第 1表を見ると，農業収入の比重
が低く，一般農村とはかなり異なっており，農業であまりガツガツする必要が
資料 2「下披柘大臥1983年秋季承包合同」
当面の農業生産責任制の必要性に基づき，大隊の研究を経て，下記の何種類かの作物を
貴家に請け負わせる。具体的条例は以下のごとくであり，実施するにあたり遵守すること
を願う。
1) 施肥，管理，収穫脱穀は個人の責任による。灌漑，農薬散布は大隊が人を派遣して
責任を負う。
2) もし大隊が機動糧の提出を求めるならば，請負農家は規定時間に，数量どおり大隊
に納めなければならない。
3) 糧食が飛び抜けて減産しても，大隊はもう責任を負わない。
4) この契約は双方が捺印して有効となる。
22)村で見せてもらった 1885年1月24日作成の「1984年承包疏菜地伶」には 134名（戸）
の名前が出ており，応答よりは幾分少ない。
23) 「1983年秋季各戸承包水稲合同」によれば＾契約農家 183戸で，稲穀 142,614斤とあ
り，水田は全戸に分配されていることが窺われる。自留地も「口糧田」として分配さ
れたので，現在自留地は存在しない。
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I長（米） I寛（米） I面積（畝叶定産（斤） Iエ分 I畝産 備考
東地
南地
東南地
合計
30.8 
15. 7 
19.6 
下披楊大隊捺印
1983年7月
15 0.69 500 
15 0.35 500 
15 0.44 500 
第1表下披楊村の経済概況数値
I 345 
175 
220 
換74算0斤すはる518斤に
請負人捺印
楊開頭
-;-;---ご---':._1974 ¥ 1975 ¥ 1977 1980 ¥ 1981 ¥ 1982 
農工業総生産額（万元） (22.2) (177.9) 
工業総収入（万元） ゜ 38 110 121 135 農業総収入（万元） 4. 15 10.58 15.3 20.85 
1人当たり収入（元） (2,076) 
1人当たり分配額（元） 80.80 (103. 8) 110.0 389.0 631 (623) 
1戸当たり銀行預金 （元） p,700O余)） 1,80 
畝 産（斤） ゜ (1,500余）テ レ ビ（台） ゜ ゜92 
156 
(1) (165) 
扇 風 機（台） ゜ ゜80 
166 
(160) 
腕 時 計（個） ゜ 70 240 385 住 居 面 積 (mり ゜ 2,492 9,345 25,612 1人当たり住居面積 (mり 27.4 
出典）餅公室の壁に貼られてあった「比比看」に基づく。ただし，（ ）の数値は『河
南日振J1983年1月26日，同2月9日，『光明日振」 1983年2月19日，『人民日
振」 1983年3月11日の記事に基づく。
説明： (1) 1974年には，外部に分配された職工は腕時計を所有していたが，社員は所
有していなかった。
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は1棟当たり 623m2である。
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ないのかもしれない。
農産物，特に野菜は 1983年は国営の疏菜批発姑（卸売センター）へ売り， 1984
年も疏菜批発姑へ多く売り， 自由市場（青空市場）へはまだ少なかった。野菜は
政府の計画に基づき栽培し，野菜の種類についても政府の指令制の計画に基づ
いていたからである。 1985年には指導制の計画になり，多くは自由市場で販売
する。野菜の多くは鄭州市にある鄭州市紡機（紡績機械）農貿市場・建築工人文
化宮農貿市場・肉類加工廠農貿市場で売る。これらの自由市場は毎日開かれて
おり，その他に農村の定期市では 5km離れたところの古索集鎮と 10km離
れた広武集鎮とがあり（第1図参照），前者は農暦の 1・3・5・7・9の奇数日
に，後者は 2・4・6・8・10の偶数日に開かれる。また，廟会も続けられて
おり，老鶉陳では農暦3月 1日に廟会があり，かつては定期市もあった。蘇屯
も同様で妨妨会という廟会があり，これは子供の欲しい女性がお参りした。そ
してここもかつては定期市があったが，今はない。下披楊村の南にある膵岡村
でも農暦3月25日と 9月19日に廟会が開かれる。農暦2月 2日には龍王会とい
う廟会もこの付近で開かれる。この付近では農暦の 2月に廟会が多いとのこと
である。廟会には農産物や食べ物屋だけではなく服・家具・雑貨，それに家畜
市も開かれ，馬・ 牛・豚・羊等が売られる24)。農民達はこの日にも農産物等を
売買する。また，近くの廟会の時には親類が廟会を見にやって来たりもする。
現在，村には車が東風型5台・解放型1台の計6台，ライトバンが紅星型1
台・牡丹型 1台の計2台，ジープ（北京型） 1台， トラククーが輪胎（タイヤ）トラ
クター 3 台•履帯式（キャタヒ°ラ）トラクター 1 台，総合収穫機（コンバイン） 1 
台， 2~4条植えの田植機 1台がある25)。トラクターは農用以外にも使用し，
24)筆者は安徽省鳳陽県の県城で開かれた廟会を見学したことがあるが，県の中心地の道
という道は多くの人で溢れかえり，その数は実に数万人に達していた。これについて
は別稿を準備中である。
25) 「下披柘大臥有担有沢招才育オ」『人民日損J1983年3月11日には， コンバインを含
む大・中型農業機械 15台，各種車輌 10台，食糧・飼料加工機械 73台の購入，ボンプ
井戸13眼，機械灌概ステーション1カ所，渠道7里が建設されたとある。
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野菜販売のための運送や肥料の運送等にも利用する。総合収穫機と田植機はセ
ットとして村民のために無料で代耕する。このオペレーターのエ資は工業の収
入から村民委員会が支払っている。
IV. 村営企業の発展とその成果
村営企業には暖気片廠・面粉加工廠．煤炭廠（煉炭工場）・養鶏場・養魚池が
ある。
暖気片廠建設の由来は，下披楊生産大隊が1974年9月に杜庄生産大隊からの
分離後，下披楊大隊の社隊企業を興そうということになり， 1975年の春節（旧
暦の正月）に外へ働きに行っている村民が帰ってきた時， 人を集めて村を豊か
にする方法を検討した。検討の結果，鋳型工場・紡績工場・プラスチック工場
の 3つの案が出た。その中で鋳型工業は，国営工場には少ないし，需要はある
ので注文する会社がきっと多い。しかも他の製品は売りにくいということにな
り，鋳型工場を建設することになった。 1975年5月に村幹部11人が，河北省祁
郭市の工場へ見学に行った折，下放していた 1人の技術者から， 1970年に北京
の工場の技術員（エ程師や5級技術労働者・ 6級技術労働者等） 5人が河北省威県に
下放していることを教えられ，紹介してもらい，その 5人の技術員を村に招い
て指導してもらうことにした26)。1975年8月27日から工場建設に取り掛かり，
同年12月に完成した。当初の労働者は60人で，エ資は 1日につき 3~4毛と少
なかった。資金は村民の出資が4万元と農業銀行老鶉陳営業所から利子0.3%
の低利で貸款した 8万元の計12万元であった。 1976年 1月に初めて鋳型に鋳鉄
を流し込み， 5月 1日に最初の製品が出来た。第2表に見られるように1976年
の生産額は26万元で，純収益が12万元であった。農業銀行から借りた 8万元は
26) 「下披柘大臥招“オ”遊宝」『河南日按」 1983年2月9日。費孝通も「小城鎮大同
題」において，文革中に下放した技術者の援助で農村工業が興された事例を紹介して
いる。『小城鎮大同題』（江蘇省小城鎮研究論文選，第1集） 1984年， pp.22~23。
また，下披柘村では技術者の指蒋により， 1982年には全工場労働者は 180人となり，
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第 2表暖気片廠の生産額と純収入
（単位：万元）
年度 生産額 純収入
1976 26 12 
1977 38 17 
1978 60 20 
1979 83 25 
1980 110 30 
1981 121 35 
1982 135 37 
1983 165 41 
1984 201. 5 45 
出典）聞き取りによる。
10月に 3万元， 11月に 2万元， 12月には 3万元と返済した。その後順調に生産
額・純収益が伸びている。 1980年と1981年に工場を拡大しているので生産額は
急激に伸びている。
現在，労働者は200人で， 村外人が10人くらい含まれている。製品の名称は
「鄭暖」とつけ，新聞にも広告を出し，全国から注文が殺到し，生産量が追い
つかない27)。原料は 3つの方法で入手している。 1つは注文した会社が原料を
提供する。 2つは鉄の工場に相談してそこから購入する。 3つは冶金工業部の
系列企業から購入する。これには新聞に広告を出し注文するという方法を使っ
ている。それゆえ， 工場の仕事は大まかに①鉄の仕入れ， ②鋳型に入れる，
③製品に完成という 3つに分けられる。工場の管理はエ廠管理委員会によって
運営されている。管理委員会の構成は廠長（工場長） 1人，副廠長2人，委員 6
人の計9人である。労働者のエ資は基本給十暖気片の製品合格率に基づく奨金
となっている。合格率は 75%以上になっているとのことで， これはかなり高
労働者の技術は3級技術者の水準に達している。この中に4級.5級技術者の水準が
3分の 1以上占めている。同上紙。
27)調査後，南京に戻り「人民日損」を読んでいると，かなり大きな紙面で下波楊村の暖
気片工場の広告が掲載されていた。
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いと考えての応答である。基本給は 1984年度では 1エ分が0.3元で，男の労働
者には 10エ分与えられるので， 3元X30日=90元となる。鋳型に入れる労働
者の奨金は毎月100元以上にもなり，最高のエ資は200元，最低で 100元，平均
は150元位とのことである。女でも基本給70元，奨金50元の計120元のエ資とな
る。エ資の分配は各組毎に，相談して決めている。現在，鋳物ではなく鉄板を
使って暖気片を造る新工場を建設中である28)。村民委員会と工場の関係は次の
ようである。村民委員会は工場長を呼び協議して工場の計画・予算案を決め，
それを工場に下ろす。 1985年度は80万元の利益を見込み， 20万元を工場のスト
ックとして内部留保し， 60万元を村に上納する。 20万元のうち30彩は労働者へ
のボーナスや近くへの観光旅行，労働者に記念品を配ったりすることに費やさ
れる。また，遠くへ観光旅行に行く場合には工場だけで決めることが出来ず，
村民委員会の許可が必要である。 70彩は生産資金として使われ，主として修理
や改良，機械購入のために費やされる。
面粉加工（製粉）廠は 1981年下半期に設立され， 工場の敷地面積は 380m2ぁ
り，現在の労働者は10人である。この工場は村民への奉仕のために建設したも
ので，村民には無料で，他村の者には有料で加工する。代金は 1斤につき0.01
元(1分）である。 1日の処理能力は 3万斤であるが，毎月 5~7万斤しか製粉
していない。労働者にたいするエ資は 1日3元で奨金が18~20元であり，エ資
は村民委員会が支払う。製粉の仕事がない時は，請負でない他の仕事をする。
煤炭（煉炭）廠は労働者が5人で，生産責任制を実行している。工場は村のエ
場であるので，年間に2,000斤を村民委員会に支払う。石炭は密県で購入した
り，鄭州市の配給を受けて煉炭を作り販売するというものである。年間収入は
2万元になるが，夏場には毎日の収入が10元に減収する。
28)新工場が出来ると， 1985年には30万片の暖気片を生産し，生産額が300万元，利益が
50万元となる予定であると別の応答があり，本文の応答と若千くいちがう。
29)前掲「河南日披」 1983年2月9日によれば， 10万羽の養鶏場建設中とあり，聞き取っ
た数値とは大きく異なっている。
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養鶏は労働者が55人で， 管理人員が5人となっている。管理人員について
は増員する予定である。現在 1万8,000羽の養鶏場を建設中で29), 1986年より
生産責任制を実行する予定である。エ資は基本給＋奨金で，月平均 100元にな
る。基本給は毎日 3元，奨金は月18~20元で，奨金は臨時収入となっており，
罰金等はない。エ資は暖気片廠からの収入でもって，村民委員会が支払ってい
る。
養魚池は15畝あるが，詳細は不明である30)0 
下披楊村は暖気片工場を建設する前は，非常に貧しい村であったが， 1974年
9月に杜庄生産大隊から分離して下披楊生産大隊となったその年の春節に村営
工場の建設を思いつき，文革で下放していた技術者と出会い，その指導の下で
工場が建設されたことは既述した。第 2表のごとく工場が建設された1975年以
前には村営工場はなく，工業収入はゼロであった。ところが，この工場は第 1
表・第2表に見られるごとく，毎年生産を拡大発展させ， 1982年には工業収入
（写真 2)新築された住宅群
30)前掲「人民人扱」 1983年3月1日には，養魚池が15畝とあり，また，村の辮公室に貼
られてあった「下披物笈展情況筒介」にも養魚池について触れられており，「下披物
大臥、忌圏規刻方案」にも養魚池が書かれてあった。
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（＝工場収入）が農工総生産額の 75.9彩を占めるまでになった。村営工業の発展
は村民の収入を増やし，生活を向上させた。第 1表に見られるごと<, 1人当
たり分配額は毎年上昇しており， 1982年では， 631元 (623元）に達している。こ
れを1982年度の全国平均270.11元と比較するならばかなりの高収入であること
がわかる 31)。その結果， 1982年にはテレビが 156台(165台）で，そのうちカラー
テレビが 6台である32)。これは全村戸数33)の83.9彩 (88.7形）がテレビを所有し
ていることになり，同様に扇風機では 89.2彩(86.0彩），腕時計では全人口34)の
43.9彩が所有していることになる。また， 1978年からは土房の家をレンガ造り
の二階建の家に建て替え始めた（写真2参照）。 1978年には 4棟， 1979年 11棟，
1980年に15棟， 1981年に 7棟を建て替え， 1982年~1984年は部屋が足りている
ので新しい家に引っ越したくない農家があり， 建築はしていない。そして，
1985年には 4~5棟建築予定である。筆者が村内を参観した時，土房の家が小
（写真3)僅かに残る土房。比較的立派な民家なので現在も使用されている。
31)国家統計局編「中国統計年鑑1983年」 1983年， p.499。
32)張厳平「下披勒村新事多」『半月淡』 1983年6期， p.34。
33) 「対中ー等力建没衣村大晟身手 河南下披物由究変富面貌改変」『光明日損』 1983年
2月19日には， 1982年の戸数が186戸とあり，これを基数とした。
34)前掲「下披柘笈展情況筒介」には 1982年の人口が876人とあり，これを基数にした。
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学校の側に数軒残っているだけであり（写真3参照）， 住宅群は整然と建てられ
てあった。住宅は 1棟につき 6軒あり， 1軒の家には 6部屋があった。この住
宅建設と関連して住宅地が個人所有から集団所有となり，住宅地使用証が交付
されている（資料3「宅基地使用証」を参照）。住宅建設の結果，第 2表にみられ
るごとく 1人当たり住居面積は 27.4面となる。家賃は年間 72元，すなわち
月6元である。中国の家庭用電気代は，収入の割りには高いのであるが，この
家賃の中には，電気代，水道代35)が含まれている。ちなみに本村の家庭用電気
代は lkwが0.22元，農業用 0.06元，工業用 0.085元である。貯蓄を見ると，
1982年末に全村の貯蓄額が33万7,000元で， 1戸当たり平均が 1,700余元とな
資料3「宅基地使用証」
鄭郊宅字 No. 0117938 
中共中央農村人民公社工作条例（六十条）と河南省人民政府関連規則に基づき，住宅地
は集団所有に返し，集団によって統一計画する。社員は使用権だけあり，貸し出しや売
買，譲渡を禁ずる。違反者は法律に則り処罰する。個人の使用権を保障するため，特にこ
の証を交付する。
鄭州市郊区人民政府
一九八二年二月二十六日
戸主楊俊本住址老鴻陳
座落 1第二排二棟
東 楊金堂
四至
南路
東 22.74
尺度
南 10.4
面積I 零畝
備注I
公社下披楊大隊
? ? ?
? ?
???
22.74 
10.4 
伍里
村
生産隊
公尺
公尺
雖遣
35)水道は井戸から汲み上げられて水塔（給水塔）に入れられ，各家庭に給水される。
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り，そのうち 5,000元以上を預金している農家は全戸数の 20%以上を占めてい
る。そして定期預金が総貯蓄額の94.6%を占めている36)。
工場からの収入は既述した電気代や幹部の手当て， 機械の購入， 施設の建
設，教育，福利等に使われている。この数年間に各種機械の購入や施設の建設
がなされており 37), また1984年から公積金・公益金が廃止され，工場からの収
入で賄われるようになった。住宅建設以外の集団投資を見ると， 1982年末に小
・中学校と幼稚園の教学条件の改善に 20万元を投資し35>, 1983年 3月から
1984年春にかけて小学校の校舎を新築した39)。現在生徒は村民の子弟130人で，
教師は民塀教師3人，招聘教師3人，公塀教師1人の計7人である。民塀教師
年代 I
I 
解放前
解放直後
土地改革
1953~ 
1954~ 
1956~ 
1958~ 
1960~ 
1962年6月
1974年9月
1977年1月
1984年3月
第3表下披楊村の推移
区域 I 下披楊村の推移
下披楊村
管轄
鄭県蘇民鎮
鄭県蘇民郷
鄭県老鶉陳区杜庄郷
??
??
, 
‘’ 
杜庄高級合作社
老鴻陳人民公社猫屯管理区
老鶉陳人民公社（小人民公社）
老鶉陳人民公社杜庄生産大隊
老雅陳人民公社
” 
老鶉陳郷
II' 臨時互助組30組
，,'楊年生初級合作社，王水彦初級合
作社
第7生産隊第8生産隊
第9生産中隊
下披楊生産大隊（北街隊，南街隊）
第5生産隊，第6生産隊（副村）
下披楊生産大隊
II (生産隊の廃止）
下披楊村
出典）聞き取りによる。
36) 「下披勒大臥戸均存款年増千元」『河南日扱J1983年1月26日。
37)注25)参照。
38)前掲「人民日振」 1983年3月1日。
39)下披楊村の小学校は1971年春に設けられ，生徒が20名，教師が 1名で， 1~3年生ま
でがここで習い， 4年以上は蘇屯村の小学校へ通った。解放前は3間の部屋で私塾が
開かれていた。
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と招聘教師はともに村で雇っている教師で，民塀教師は本村人，招聘教師は村
外人であり，エ資が異なる。男の民塀教師のエ資は90元+18元＋担任手当ての
合計で，女の教師は 1日につき2.25元の本給で，例えば30日出勤したとすれば
2.25元X30日+18元=85.5元となる。一方，招聘教師は基本給45元＋奨金10元
=55元と少ない。これは民塀教師の場合には村内の一般の労働者並のエ資を与
えなければならないからである。ただし，招聘教師は村外から来ており，帰宅
して昼食をとる余裕はないので，学校で食事をし，この食事代は無料である。
公塀教師は県から派遣されている教師で，村の財政負担はない。幼稚園は小学
校の中にあり園児は25人，保母は 2人である。村には中学校がなく，隣村の蘇
屯中学校へ行く。
現在，村には五保戸40)はなく，敬老院もない。福利としては1980年から18歳
以上の村民全員を順番に北京へ 1週間の旅行に行かせている。休んでいる間の
工資はそのままにして，交通費・宿泊代・食事代として70元負担している41)。
また，村では1976年に大隊衛生所を設け，現在は村衛生所として医師が 2名お
り，医療費の半分を補助している。労働者に対する福利としてはこの程度であ
り，労働者の休みは法律による休日と春節の 1カ月間の休みであり，農村の習
慣として日曜日は休みではない。
V. 結語
本稿では，下披楊村の歴史的展開と三中前会以後の農村経済の変貌，特に村
営工業の発展について考察してきた。 というのは， 下披楊村では 1975年に村
営企業である暖気片工場が興されるまでは，取り立てて目立った村ではなかっ
た。ところが，暖気片工場の建設後，毎年工業収入が上昇し，農村経済を潤し
40)五保戸とは，身寄りがなく働けない老人・病人・孤児・ 寡婦・身体障害者で，村（大
隊）から食事・燃料・衣服・子女の教育・医療・葬式が保障されている村民（公社
員）のこと。
41)前掲「光明日服」 1983年2月19日。
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た。そして，これまで農業が農村経済の中心であったのが，工業に取って代わ
られ，農村経済に占める農業の比重が減少した。その結果，農業の意義も減少
し， 1959年春に成立した基本採算単位としての生産隊も1977年 1月には廃止さ
れ，生産大隊（村）が再び採算単位となった。農村工業（村営企業）の発達した多
くの村がそうであるように，本村も生産責任制を導入した後も依然として村が
唯一の採算単位であり，これをより一層強めている。すなわち，個人によるエ
業や商業が発展すれば，村民経済の個別化が進展するであろうが，考察してき
たように村営企業の発展は村民の経済を潤し，社会保障制度も整え，村民をよ
り一層村落という枠に押し込め，村経済が運命共同体として村民の経済を支え
る構造となってきている。それゆえ，村営企業が経営不振に陥れば，村民経済
も不安定となり，村民は村経済のさらなる発展を望み，村に対する依存度を一
層増すものと思える。
このように見てくると，解放前から存在した村は，解放後の土地改革や農業
集団化，人民公社化，あるいは三中全会以後の人民公社制度の解体の中におい
ても，第3表に見られるごとくその名称が変わっても基本的に存続していると
断定出来る。もちろん，村内の社会関係がどこまで変革せられたかはこのよう
な程度の調査では分析が不可能であり断定し難いが，村民間の結びつきは単な
る経済的依存関係だけでなく社会的関係においても強いものと想像される。と
いうのはかつて存在した農村における風俗・ 習慣が再び頭をもたげ， 「社会主
義的」集団経済に対立するものとなり，資料4「下披栃村規」42) のような村規
約が制定されている。このような風俗・習慣が存在するとするならば，村民の
社会関係も大きく変化しているとは考えられないのであるが，これは過言であ
ろうか。
42)資料5「家庭公約」は，資料4「下披柘村規」の徹底化を計るものである。
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資料4「下披物村規」
「五講四美」「三熱愛」活動を深めるとともに持続的に展開させ，村民が党，祖国，社会
主義の公衆道徳を熱愛し，理想を持ち，道徳を持ち，文化を持ち，規律を守る人となり，
社会風潮を根本的に好転させるため，大衆討論を経て， 特に村規を以下のように制定す
る。
ー．四つの基本原則を堅持し，各種の精神汚染を一掃・排除しなければならない。党の
現段階の各方針・政策に違反することを禁止する。
二．集団を熱愛し，集団の利益を保護しなければならない。樹林のむやみな破壊，水利
施設の破壊，農作物を荒らすことを禁止する。
三．生産責任制を実行し，積極的に各種の請負契約を完成させなければならない。合意
に違反することを禁止する。
四．労働によって豊かになり，多角経営を発展させなければならない。仕事をせずにプ
ラブラ遊ぶこと，汚職や盗み，投機売買，他人に損をさせて自己の利益を図ることを
禁止する。
五．晩婚を提唱し， 計画出産を実行し，一組の夫婦は一人の子供しか生んではならな
い。多産や計画外出産を禁止する。
六．文明礼貌，老人を尊び，子供を愛し，団結し助け合い，悪人と悪事を暴き出さねば
ならない。力をかさにきて人を願し，口論や喧嘩，女子の間引き，婦女や幼児・老人
の蔑視と虐待を禁止する。
七．勤勉節約，結婚は現代的に，葬儀は簡素にやらねばならない。浪費は禁止する。
八．科学を信じなければならない。封建的な迷信，神意で薬を決め，徴を引いて八卦で
占い，吉日を選んで風水を占うことを禁止する。
九．健康的な文化娯楽，体育活動の展開を提唱する。賭博行為を禁止する。敵の放送を
聞き，デマを広めることを禁止する。徹底して猥褻な刊行物を禁止する。
十．衛生を重視し，環境を美化しなければならない。むやみに街道上や家庭内にごみや
各種の建築材料を積み上げたり，放置したりすることを禁止する。
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資料5「家庭公約」
下披楊村の二つの文明建設の素晴らしい情勢を更に強固に発展させるために，我々は特
に下記のごとき公約を制定する。
1. 党を愛し，祖国を愛し，社会主義を愛し，集団を愛し，国家の各政策と法令を堅く
遵守する。
2. 生産に努力し，積極的に学習し，上級が与えた各任務を絶対に完成させる。
3. 計画出産を堅持し，子女の教育を立派にやる。
4. I日い風俗をあらため，文明礼貌により，環境衛生の向上を堅持する。
5. 老人を尊び， 幼児を愛し， 家庭の和睦を計ることは， 近隣の団結の向上を保障す
る。
以上の各条にもし違反すれば甘んじて処分を受ける。
戸主
一九八三年十二月三十日
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